
小規模企業景気動向調査  

[平成２７年８月期調査] 

～6ヶ月連続の改善から悪化に転じた小規模企業景況～ 

2015 年 9 月 29 日 

全国商工会連合会 
＜調 査 概 要＞ 

調査対象：全国約300商工会の経営指導員 
調査時点：2015年8月末 
調査方法：対象商工会経営指導員による調査票への選択記入式 

＜産 業 全 体＞ ◇…6ヶ月連続の改善から悪化に転じた小規模企業景況…◇ 
8 月期の小規模企業景気動向調査では、産業全体の業況 DI（景気動向指数・前年同月比）は小幅悪化とな

った。項目別に見ると、売上額 DI は小幅悪化、採算 DI は若干悪化、資金繰り DI は不変となった。業況 DI は
先月まで 6 ヶ月連続で改善していたが、その流れが途切れる結果となった。プレミアム付き商品券については、
景気に一定の効果をもたらしているとの報告もある一方、小規模企業に対しては「影響が限定的」との声もある。 

＜製 造 業＞ ◇…9ヶ月ぶりに悪化を示した製造業…◇ 
製造業の業況 DIは、小幅悪化となった。項目別に見ると、売上額及び採算DI は小幅悪化、資金繰りDI は不変と

なった。経営指導員から、悪化材料として、①自動車関連で、リコール問題の影響により業績が悪化している、②食品
関連で、原材料費の上昇や取引先からの値下げ要請で、採算が厳しいなどの報告があった。また、好転材料としては、
一部の機械・金属関連で、引き続き、売上が増加傾向にあるなどの報告があった。 

＜建 設 業＞ ◇…人手不足と資材高騰が続く中、公共工事が低調で大きく悪化した建設業…◇ 
建設業の業況 DI は、大幅悪化となった。項目別に見ると、売上額及び採算 DI は小幅悪化、資金繰り DI はわ

ずかに改善となった。経営指導員から、悪化材料として、①公共工事の減少により競争が激しく、売上・資金繰りと
も悪化した、②受注はあるものの、依然として資材価格と人件費の高騰が収益を圧迫しているなどの報告があった。
また、好転材料としては、一部でリフォーム補助金や省エネ住宅ポイントの効果が出ており、受注が増加したなど
の報告があった。 

＜小 売 業＞ ◇…天候不順の影響や大型店との競合で大きく悪化した小売業…◇ 
小売業の業況 DI は、大幅悪化となった。項目別に見ると、売上額 DI は小幅悪化、採算 DI は不変、資金繰り

DI はわずかに改善となった。経営指導員から、悪化材料として、①食料品関連で、消費者の節約志向に加え、天
候不順の影響で野菜の価格が上昇したことにより、売上が伸びなかった、②大型店への顧客流出により、小規模
小売店は売上が減少傾向にあるなどの報告があった。また、好転材料としては、プレミアム付き商品券のおかげで、
若干ではあるが新規顧客の獲得や売上増加につながったなどの報告があった。 

＜サービス業＞ ◇…理美容業やクリーニング業が足枷となり全体では横ばいとなったサービス業…◇  
サービス業の業況 DI は、不変となった。項目別に見ると、売上額及び資金繰り DI は小幅悪化、採算 DI は若

干悪化となった。経営指導員から、悪化材料として、①理美容業で、同業者間の競争が激しく苦戦している、②ク
リーニング業で、消耗品の仕入価格が上昇しているが、値段に転嫁できないなどの報告があった。また、好転材
料としては、一部地域の観光・宿泊関連で、夏休み中に天候に恵まれたことにより利用客が増加したなどの報告
があった。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国商工会連合会 企業環境整備課 

〒100－0006 東京都千代田区有楽町1-7-1 有楽町電気ビル北館19F TEL：03-6268-0085 FAX：03-6268-0997 担当：渡部 

業 種
7月 8月 前月比 7月 8月 前月比 7月 8月 前月比

売上額 ▲ 9.5 ▲ 13.0 ▲ 3.5 ▲ 4.1 ▲ 7.4 ▲ 3.3 ▲ 9.0 ▲ 12.7 ▲ 3.7
採  算 ▲ 19.8 ▲ 21.5 ▲ 1.7 ▲ 19.3 ▲ 21.7 ▲ 2.4 ▲ 22.8 ▲ 25.0 ▲ 2.2

資金繰り ▲ 15.8 ▲ 16.0 ▲ 0.2 ▲ 16.1 ▲ 16.3 ▲ 0.2 ▲ 17.6 ▲ 16.5 1.1
業  況 ▲ 17.0 ▲ 20.9 ▲ 3.9 ▲ 15.9 ▲ 19.3 ▲ 3.4 ▲ 13.4 ▲ 20.4 ▲ 7.0

業 種
7月 8月 前月比 7月 8月 前月比

売上額 ▲ 13.4 ▲ 15.8 ▲ 2.4 ▲ 11.3 ▲ 15.9 ▲ 4.6
採  算 ▲ 22.1 ▲ 22.4 ▲ 0.3 ▲ 15.0 ▲ 16.8 ▲ 1.8

資金繰り ▲ 19.8 ▲ 18.8 1.0 ▲ 10.0 ▲ 12.7 ▲ 2.7
業  況 ▲ 22.3 ▲ 27.4 ▲ 5.1 ▲ 16.4 ▲ 16.4 0.0

産業全体 製造業 建設業

小売業 サービス業 注）DI（景気動向指数）は
各調査項目について、増加
（好転）企業割合から減少
（悪化）企業割合を差し引い
た値を示す。
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小規模企業景気動向調査(月次) 

産業全体の業況…過去10年のトレンド… 
悪化 

好転 

DI

06年01月16日 
ライブドア強制捜査 

15年/8月 
 -20.9 

09年1月 
調査開始以来最低数値
(－82.5)記録 

08年09月15日 
リーマン破産法
適用申請 

06年7月14日 
日銀ゼロ金
利政策解除 

08年1月2日 
NY原油先物初
の100ドル突破 

07年8月9日 
BNPパリバ、傘下の3ファ
ンドの償還を一時凍結 

11年3月 
東日本大震災 

14年4月 
消費税率8％に
引上げ 



小規模企業景気動向調査（8月期）における商工会経営指導員の主なコメント
＊コメントについては、経営指導員回答の原文を掲載。

１．景気全般
＜改善傾向を示すコメント＞
・全般的な景気動向に大きな変化はないが、プレミアム商品券取り扱い店舗においては効果が出ているとの声もあ
り。

(千葉県印西市商工会)
・6月に実施したプレミアム商品券の恩恵が多少であるが感じられる。9月にも行うので期待したい。

(岐阜県揖斐川町商工会)
・基本的にはあまり大きな変化はないが、観光関連や食料品関連は気持ち向上していると思われる。

(福井県坂井市商工会)
・製造業、建設業以外については、プレミアム商品券による効果が少しずつ実感として表れているように感じられる。

(高知県中土佐町商工会)
＜悪化傾向を示すコメント＞
・プレミアム商品券の効果は、大型店に影響が多く出ており商工会地区の小規模事業者には大きな影響は与えて
いないのが現状である。個店の経営努力が必要と思われる。

(香川県丸亀市飯綾商工会)
・継続して円安で好調な業種もあるが、材料等の値上がりにより影響を受ける業種も出てきており総合すると停滞
気味である。

(長野県佐久市望月商工会)
・全体的に昨年よりやや厳しいとの声が聴かれる。水産物の仕入れ単価は平常。

(岩手県大槌商工会)
・依然として景気は低迷しており、明るい材料は見当たらず。

(島根県石央商工会)
２．製造業
＜改善傾向を示すコメント＞
・金属加工業において内外需要の回復による影響から増加傾向にある企業が見られ、全体的に堅調に推移してい
る。また売り上げにおいても減少している企業は少なく、今後の見込みも増加か現状どおりとしている企業が多い。

(長野県坂城町商工会)
・機械金属業は輸出関連などで順調な受注が続いている。

(京都府与謝野町商工会)
・食品関連の製造業は、新商品づくりに力を入れ販売促進に努めている。

(青森県市浦商工会)
・機械・金属部品製造業では、受注が不安定な状況であるが売上は前年比に対し増加している。

(愛知県長久手市商工会)
＜悪化傾向を示すコメント＞
・自動車関連の部品製造業は、リコール問題の影響を受け、ここ数ヶ月急激に仕事量が減ってきている。

(栃木県芳賀町商工会)
・食品関連の製造業は、原材料の高騰でやや厳しい状況である。

(沖縄県竹富町商工会)
・ホンダの業績悪化と東芝の不正会計問題による影響がある。どちらも市内製造業の業況の悪化を招いている。

(東京都羽村市商工会)
・食料品関連の製造業は、円安や原油価格下落による好影響が表れてきたが、食品の原材料費や仕入れ価格の
高騰分を販売価格に転嫁できず、値下げ要請も見られるなど、現状は厳しい。原料の値上げもあり、現在の商品
価格水準を維持することが難しい。

(鳥取県中部商工会産業支援センター)
３．建設業
＜改善傾向を示すコメント＞
・住宅エコポイントの需要が垣間見られる。

(埼玉県北本市商工会)
・土木関係を中心に、リフォーム補助金の影響により受注が増加している。

(秋田県北秋田市商工会)
・住宅関連の建設業は、依然として新築を建てる人が減っているが、リフォームや増築、修繕等の注文はある。

(静岡県岡部町商工会)
・公共事業が順当に発注され比較的安定した経営になっている。町の補助制度利用による、民間住宅建築も好
調であり雇用、地域経済の下支えになっている。

(北海道小平町商工会)
＜悪化傾向を示すコメント＞
・公共工事の依存度が高い企業が多いため、公共工事減少により競合が厳しく採算の確保に苦慮している。

(鹿児島県薩摩川内市商工会)



・土木工事関連の建設業は、発注工事が少なくなっているうえに工事費の支払いが遅くなっているため、従業員の給
料の支払い等、運転資金に苦心している状況になっている。

(愛媛県西予市商工会)
・公共工事については、県工事など前年比で2割程度のマイナス。市の工事も含め大きく減少している。国道の改良
工事、市役所庁舎の建設など、いくらかの工事があるが、仕事量は減少している。

(島根県雲南市商工会)
・各企業とも受注は相当抱えておりますが、建設資材の高騰と人件費の高騰で、採算はかなり厳しくなっております。

(山形県南陽市商工会)
４．小売業
＜改善傾向を示すコメント＞
・消費税率引き上げの影響が薄れており、加えてプレミアム商品券が好材料となり、衣類、飲食料品は少々の売上
増。

(富山県射水市商工会)
・プレミアム付き商品券の発行により新規顧客の獲得や中元セールの売上が昨年を上回ったとの声がある。

(三重県紀宝町商工会)
・プレミアム商品券第１弾の期限が８月末日だったので、衣料品、耐久消費財等の業種に駆け込みの売り上げが
あった。

(宮崎県新富町商工会)
・食料品関連においては8月初旬から中旬まで好天（真夏日）にあり飲料等を主に引き合いあり。

(青森県外ヶ浜町商工会)
＜悪化傾向を示すコメント＞
・食品小売に関しては大型店舗に人が流れているため顧客の減少に歯止めがつかない状況である。

(新潟県黒埼商工会)
・　８月前半の猛暑と後半の天候不順の影響で、農作物の価格が上昇傾向、輸入食品についても上昇傾向にあ
り、消費者の節約意識の高まりもあって、消費は低迷している。

(山梨県笛吹市商工会)
・衣料関係では天候不順により売上の落ち込みが激しかった。他の企業も大型店との価格競争が厳しく、売上は減
少の一途を辿っている。

(山口県岩国西商工会)
・耐久消費材については、エアコン需要が年々減少しており、取引量が減少している。また、高齢者の施設入居など
が増加し、買い替え修理などの需要減少が加速している。

(長崎県三重商工会)
５．サービス業
＜改善傾向を示すコメント＞
・夏休み、好天により観光関連事業者は売上が向上している。

(福井県わかさ東商工会)
・地域内への日帰り観光客の増加により飲食店は土日の県外客の来客が多く好調であった。

(佐賀県武雄市商工会)
・宿泊業においては、前年度の繁忙期より若干売上が伸びている。

(北海道枝幸町商工会)
・理・美容関連のサービス業は景気は少し良くなってきているみたいだが、売上等は不変である。

(福岡県小竹町商工会)
＜悪化傾向を示すコメント＞
・理美容関係は、盆前は多忙であったが、その後は例年並みで、競合が厳しい。

(香川県さぬき市商工会)
・理美容関係は顧客の流出が多く、安い店に集中している。自動車関係もディーラーに移行する者が増えている。

(茨城県水戸市内原商工会)
・旅行関係のサービス業は仕入価格が上昇しており、売上は前年並みにとどまることにより、利益減。クリーニング関
連のサービス業については売上減の仕入増の2重苦となっており、採算も悪化している。

(長野県戸倉上山田商工会)
・クリーニング関係のサービス業は消耗品の値段が上がっているが、なかなか値段に転嫁出来ない状況になっている。

(秋田県潟上市商工会)


